
　
２
０
２
３
年
度
に
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
3
期
目
を
迎
え

た
熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
宇
土
高
校
。
か

つ
て
3
年
生
の
１
割
程
度
で
あ
っ
た
年
内
入

試
出
願
者
数
は
、
近
年
は
半
数
に
迫
る
。
さ

ら
に
、
18
年
に
同
校
か
ら
、
世
界
の
最
難
関

大
学
の
１
つ
と
さ
れ
る
米
国
・
ミ
ネ
ル
バ
大

学
に
合
格
者
が
九
州
で
初
め
て
出
て
以
来
、海

外
大
学
合
格
者
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
高
度
な
科
学
研
究
へ
の
取
り
組

み
は
、
生
徒
の
進
路
の
選
択
肢
を
広
げ
て
い

る
が
、
多
彩
な
進
路
を
実
現
す
る
要
因
は
ほ

か
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
全
教
科
で
探
究
の

「
問
い
」
を
創
る
授
業
に
挑
戦
し
て
い
る
こ

と
だ
と
、
横
川
修
校
長
は
語
る
。

　「
探
究
と
は
、
日
常
の
気
づ
き
、
自
然
の

不
思
議
、
社
会
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
生

徒
が
問
い
を
立
て
、
そ
の
解
明
や
解
決
の
た

め
に
協
働
し
て
知
恵
を
出
し
、
行
動
し
、
試

行
錯
誤
す
る
こ
と
で
あ
り
、
世
界
を
自
分
事

に
す
る
営
み
で
す
。
本
校
で
は
、
授
業
の
中

で
生
徒
が
探
究
の
『
問
い
』
を
創
り
、
学
び

を
自
分
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、日
々

の
授
業
で
も
新
た
な
興
味
・
関
心
を
見
つ
け
、

学
校
内
外
の
探
究
の
学
び
で
育
ん
だ
資
質
・

能
力
を
生
か
し
、
年
内
入
試
挑
戦
や
海
外
大

学
進
学
な
ど
、
各
々
が
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ

ン
し
、
進
路
実
現
を
果
た
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
は
、「
問
い
」
を
創
る
力
を
生
か
し
て
、

進
路
選
択
の
キ
ー
と
な
る
出
来
事
や
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
通
じ
た
自
ら
の
成
長
を
マ
イ

ン
ド
マ
ッ
プ
（
写
真
）
な
ど
を
使
っ
て
整
理

し
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
語
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
と
、
探
究
部
長
で
進
路
指

導
主
事
の
後
藤
裕
市
先
生
は
語
る
。

　「
探
究
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
や
日
々
の
授
業

で
の
気
づ
き
、
学
び
な
ど
を
振
り
返
る
こ
と

で
自
分
の
軸
を
見
つ
け
、
高
校
卒
業
後
の
人

生
で
向
き
合
う
『
問
い
』
を
生
徒
が
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち

の
進
路
指
導
で
す
」 探

究
部
長
・
進
路
指
導
主
事
・

指
導
教
諭

後
藤
裕
市 

ご
と
う
・
ゆ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
理
科

（
生
物
）。

校
長横川

　修 

よ
こ
が
わ
・
お
さ
む

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

探
究
部
企
画
班
長
・
指
導
教
諭

梶
尾
滝
宏 

か
じ
お
・
た
き
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。
理

科
（
物
理
）。

教
務
主
任
・
指
導
教
諭

奥
田
和
秀 

お
く
だ
・
か
ず
ひ
で

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
（
日
本
史
）。

写真　後藤先生が生徒と一緒に描いたマインドマップ。探究学習での様々な気づきや
出会いを振り返る中で、「これがやりたかったんだ！」と気づく生徒は少なくない。

実践事例 3
探究の学びを軸に、UTO-LOGICを

駆使して「問い」を創る力を養う
熊本県立宇

う

土
と

中学校・宇土高校
SSH3 期目を迎え、全校体制でサイエンス人財の育成を図る熊本県立宇土中学校・宇土高校。

探究の学びを軸に、生徒の主体性を引き出し、人生100 年時代のキャリアをデザインさせる実践を紹介する。

探
究
の
学
び
で
育
ん
だ

資
質・能
力
で
進
路
を
拓
く

C
A
SE

年内入試の

現状
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同
校
で
は
、
全
教
科
で
探
究
の
「
問
い
」

を
創
る
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
教
務
主

任
の
奥
田
和
秀
先
生
は
、
日
頃
か
ら
「
問
い
」

の
視
点
を
持
っ
て
授
業
に
臨
む
こ
と
で
、
生

徒
に
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

が
醸
成
さ
れ
、
ひ
い
て
は
キ
ャ
リ
ア
を
描
く

土
壌
が
育
ま
れ
る
と
語
る
。

　「
例
え
ば
日
本
史
の
授
業
で
、『
旧
石
器
時

代
の
日
本
人
』と
い
う
授
業
タ
イ
ト
ル
を『
日

本
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？
』
と
、
問
い

の
形
に
変
え
る
だ
け
で
、
生
徒
の
学
び
へ
の

姿
勢
は
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
『
問
い
』

を
単
元
の
冒
頭
だ
け
で
な
く
、
１
コ
マ
の
授

業
の
中
で
教
師
と
生
徒
双
方
が
立
て
て
い
き

ま
す
」

　
探
究
の
「
問
い
」
を
創
る
授
業
は
、
反
転

学
習
を
取
り
入
れ
、「
問
い
」
を
鍵
に
し
た

３
つ
の
活
動
で
構
成
さ
れ
る
（
図
１
）。「『
問

い
』を
つ
か
む
」で
は
、教
師
が
提
示
し
た「
問

い
」
に
向
き
合
い
、知
識
を
整
理
す
る
。「「
問

い
」
に
挑
む
」
で
は
、
論
文
な
ど
に
基
づ
い

た
「
問
い
」
を
教
師
が
提
示
し
、
話
し
合
い

な
ど
を
通
じ
て
思
考
力
な
ど
を
磨
く
。「『
問

い
』
を
創
る
」
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
学
び
を

踏
ま
え
て
生
徒
が
新
た
な
「
問
い
」
を
創
る
。

　「
授
業
の
最
後
の
『
問
い
』
創
り
は
、
本

校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

『
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
』（
図
２
）
の
い
ず
れ
か
を
切

り
口
に
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
毎
日
の
問
い

創
り
を
見
守
る
中
で
、
私
た
ち
教
師
は
『
い

つ
も
は
論
理
性
を
重
視
し
た
問
い
な
の
で
、

今
日
は
創
造
性
を
重
視
し
た
問
い
を
創
っ
て

み
よ
う
』
な
ど
と
、
生
徒
に
声
を
か
け
て
い

ま
す
」（
後
藤
先
生
）

　
生
徒
は
、「
問
い
」
創
り
な
ど
の
度
に
接

す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

（
図
２
）
に
よ
っ
て
、「
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
」
を
常

に
意
識
す
る
。
ま
た
教
師
は
、「
問
い
」
創

り
を
通
じ
て
「
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
」
の
育
成
を
図

る
授
業
を
行
う
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師

の
理
想
、
生
徒
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
を

整
理
し
、
実
践
を
共
有
す
る
教
員
研
修
を
例

年
４
月
に
実
施
し
て
い
る
（
図
３
）。

　
日
々
の
授
業
で
何
を
知
り
、
何
が
分
か
っ

た
の
か
。
次
は
何
を
探
究
し
た
い
の
か
ー
。

そ
う
し
て
学
び
を
振
り
返
り
、
次
の
課
題
の

設
定
に
つ
な
げ
る
過
程
を
日
々
の
授
業
で
体

験
す
る
こ
と
も
、
生
徒
の
「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
を
語
る
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

探究の問いを創る授業の流れ

育成を目指す資質・能力「LOGIC」とチェックリスト

資質・能力「LOGIC」を育む授業を行う
ための教員研修プログラム

図１

図２

図３

反転
学習

Logicality
〈論理性〉

Objectivity
〈客観性〉

Global
〈グローバル〉

Innovativeness
〈革新性〉

Creative
〈創造性〉

探究の
「問い」を
つかむ

補足
説明

探究の
「問い」に
挑む

探究の
「問い」を
創る

反転
学習

教科書
理解、

動画提示

概念理解、
要約、
整理

概念理解、
補足説明

論文・
資料提示

探究活動、
テーマ
設定

教科書
理解、

問題演習

家庭学習 １０分 １０分 ２０分 １０分 家庭学習

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

● 育成を目指す資質・能力「LOGIC」

● チェックリスト（Objectivity）
Objectivity〈客観性〉

情報の正確性　参考文献の出典を明らかにしたレポートができる
参考にした図書、文献、新聞記事、ウェブサイトなど、資料の名称を正
しく記載できている。（「著書名」「タイトル」「出版年」「ページまたは
URL」）

□

信頼度の高い資料（著書、出典、公的ウェブサイト等）から参考文献を
活用してレポートを構成することができている。 □
レポートのどの部分に参考文献を活用しているか、参考文献のどの内容
をレポートに活用しているか、レポートを作成する上で表記することが
できている。

□

時
間 内容 取り組み・

ICT活用

0 チェックイン
グランドルール確認・共有

□座席確認
　（教科ごと）
□ chromebook

5

ワーク１
理想の授業をイメージする
❶【教師目線】〇〇ができる、
〇〇が身につく授業　　(5 分）
❷【生徒目線】□□ができる、
□□が身につく授業　　(5 分）
＊教室空間・生徒の実態・個々
のスキルを超えた自由な発想

❶スプレッドシー
トＡ列から１セル
に１コメント入力

15

ワーク２
理想の自学をイメージする
❶【教師目線】〇〇ができる、
〇〇が身につく自学　　（3 分）
❷【生徒目線】□□ができる、
□□が身につく自学　　（2 分）
＊授業内でできないこと、自学
での取り組みが望ましいこと

❷スプレッドシー
トＢ列から１セル
に１コメント入力
❸Ａ列は青色、Ｂ
列は黄色の付せん
として Miro に添付

20

ワーク３
理想の授業設計をイメージする
❶授業でした方がよいこと、
自学でした方がよいことを整理
❷授業でしていたが自学です
る方が理想的、その逆も可視化

❹フレームに付せ
んを移動する

全教科での
探究の「問い」を
創る授業

「
問
い
」を
立
て
る
力
が

キ
ャ
リ
ア
を
描
く
力
に
な
る

実践1

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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23
年
度
、
同
校
は
進
路
行
事
と
探
究
学
習

の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
分
掌
改
編
を
実

施
し
、
進
路
指
導
部
を
探
究
部
の
中
に
置
い

た
。
探
究
学
習
の
充
実
と
進
路
を
切
り
拓
く

力
の
育
成
は
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え

た
か
ら
だ
。
科
学
部
顧
問
と
し
て
同
校
の
探

究
学
習
を
リ
ー
ド
す
る
梶
尾
滝
宏
先
生
は
、

「
探
究
学
習
の
活
動
に
は
、
年
内
入
試
対
策

に
通
じ
る
も
の
は
多
い
」
と
説
明
す
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
探
究
学
習
を
通
し
て

年
３
、４
回
の
発
表
を
経
験
し
ま
す
。
漫
然

と
原
稿
を
読
み
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
自
分

が
経
験
し
た
探
究
学
習
の
素
晴
ら
し
さ
を
熱

く
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

も
、
年
内
入
試
で
の
面
接
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
の
練
習
に
な
り
ま
す
。
探
究
学

習
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、
年
内
入
試
出
願
時
の

指
導
の
負
担
は
明
ら
か
に
軽
減
し
ま
す
」

　
探
究
学
習
の
発
表
に
お
い
て
、「
テ
ー
マ

に
つ
い
て
何
が
分
か
っ
た
か
」
だ
け
で
は
な

く
、「
探
究
学
習
を
通
し
て
自
分
は
ど
の
よ

う
な
資
質
・
能
力
を
獲
得
し
た
の
か
」「
学

校
の
学
び
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
資

質
・
能
力
が
獲
得
で
き
る
の
か
」
を
生
徒
に

し
っ
か
り
と
語
ら
せ
て
い
る
の
は
、
特
に
下

級
生
に
探
究
学
習
を
通
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
だ
。

　「
文
系
志
望
だ
っ
た
生
徒
が
、
探
究
学
習

を
通
じ
て
理
系
の
世
界
に
興
味
を
持
ち
、
科

学
者
を
目
指
し
て
海
外
大
学
に
進
学
す
る
。

そ
ん
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
出
会
う
と
、
ど
の

生
徒
も
『
自
分
も
大
き
く
変
わ
り
た
い
』
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
学
校
で
の
学
び
を

ど
の
よ
う
に
進
路
に
つ
な
げ
る
か
を
考
え
る

上
で
、
生
徒
に
と
っ
て
先
輩
の
体
験
談
が
何

よ
り
参
考
に
な
り
ま
す
」（
梶
尾
先
生
）

　
日
々
の
授
業
で
の
「
問
い
」
創
り
や
探
究

学
習
を
通
じ
て
、「
自
分
は
何
を
獲
得
し
た

の
か
」「
次
は
何
を
獲
得
し
た
い
か
」
を
メ

タ
認
知
す
る
同
校
の
生
徒
た
ち
。
未
来
を
生

き
る
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め

の
教
科
指
導
・
進
路
指
導
の
改
革
を
通
じ
て
、

生
徒
は
着
実
に
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

描
く
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

志望理由書の作成過程をデータベースとして保存図４

● 生徒 A の学習活動の主な内容
１年　ロジックリサーチ「日本VS感染症〜社会から学ぶ感染症対策〜」
１年　プレ課題研究「ストレスマーカーを用いたプラセボ効果の検証」
２年　３年SS課題研究「ストレス減少の観点から見たプラセボ効果の証明と応

用」

● 生徒 A の主な活動歴
１年３月 　ロジックスーパープレゼンテーション・プレ課題研究代表発表
２年７月 　構想発表会
２年11月　中間発表会「熊本大学連携・大学職員、本校卒業生を交えたポスター

セッション」

● 生徒 Aの志望理由書の作成過程

〈目指す薬剤師像〉

〈きっかけ〉

•高齢化、グローバル化、災害の増加が起こっ
ている現代において、いつでもどこでも誰に
でも、安心して効果的に薬を服用できる環境
を提供することができる薬剤師として、地元
熊本に貢献したい。
•具体的には、汎用性のある豊富な知識、コ
ミュニケーション能力、英語力、説明力、適
応力がある薬剤師になりたい。

生徒が語った内容 教師の問いかけ

•いつでもどこでも
誰にでも、安心し
て効果的に薬を提
供できる薬剤師の
イメージを具体的
に教えてほしい

※学校資料を基に編集部で作成。

❶祖母と薬
•祖母が膝の治療をした際に薬が与えられた
ものの、薬の効果に疑問を持ち飲まなければ
ならない期間を待たずに勝手に服用をやめて
しまった。薬の治療効果や期間まで飲み切る
ことの重要性を薬剤師さんの説明で納得して
いたら祖母は勝手な判断をしなかったのでは
ないか。

•なぜ医療従事者の
中でも薬剤師になり
たいのか
•高齢者だけ？ ど
の年代に焦点を合
わせてもいるか

探究学習の
諸活動の充実

探
究
学
習
の
中
で

年
内
入
試
に
必
要
な
力
を
育
む

探
究
学
習
で
の
成
長
を
語
る

先
輩
の
姿
が
進
路
観
を
刺
激

実践 2

す
べ
て
の
教
師
の
力
、
経
験
を
結
集
し
、

生
徒
の
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
づ
く
り
を
支
援

　年
内
入
試
出
願
者
の
中
に
は
、
探
究
学
習
で
の
学
び
と
、
そ
こ
で
の
成
長
を
う
ま
く

整
理
で
き
て
い
な
い
生
徒
も
も
ち
ろ
ん
い
る
。
そ
う
し
た
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
に
、

同
校
は
23
年
度
よ
り
、志
望
理
由
書
の
作
成
段
階
か
ら
３
学
年
団
の
教
師
だ
け
で
な
く
、

そ
の
生
徒
の
過
去
の
探
究
学
習
を
伴
走
し
た
教
師
も
か
か
わ
る
よ
う
に
し
た
。

　ま
た
、
年
内
入
試
に
出
願
す
る
生
徒
と
教
師
の
や
り
取
り
を
テ
キ
ス
ト
化
し
、
指
導

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
蓄
積
す
る
よ
う
に
し
た
（
図
４
）。
活
動
歴
だ
け
で
な
く
、

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
つ
く
る
「
問
い
」
と
し
て
、
教
師
が
ど
ん
な
言
葉
を
生
徒

に
か
け
た
の
か
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
を
進
め
て
い
る
。

展望
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